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	製品名: KKIALREウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab13043
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子産物は、CDC2関連セリン/スレオニンプロテインキナーゼの大規模なファミリーの一員です。主に核内に蓄積します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする2つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2013年8月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,ドメイン：[NKR]KIAxREモチーフはサイクリン結合領域であると考えられます。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。,類似性：プロテインキナーゼスーパーファミリーに属します。CMGCセリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリー。CDC2/CDKXサブファミリー。,類似性：1つのプロテインキナーゼドメインを含みます。,組織特異性：腎臓で高発現し、卵巣では低発現します。,
	研究分野
	-
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	COLO205細胞ライセートのCDKL1抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CDKL1 抗体を使用した COLO205 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	1：500に希釈したKKIALREポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析
	

	パラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

